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本書は、有岡城跡・伊丹郷町遺跡内の「歩行者専用道路及びイベント広場の建設」に伴

う埋蔵文化財発掘調査に関する報告書であります。

伊丹の地は、伊丹台地と武庫川・猪名川によって形成された沖積平野から構成されてお

り、そのところどころには、弥生時代から古代・中世の遺跡が存在し、古い文化を伝えて

おります。

その昔、伊丹台地は、日本の城郭史上はじめて惣構をもつ城として知られている荒木村

重の居城「有岡城」がありました。

今回の発掘調査により、伊丹郷町を襲った元禄大火の跡など貴重な遺跡が発見されまし

た。

市内に点在する埋蔵文化財は、開発によって失われていくため、遺跡を調査し、記録保

存を行い後世に残すことは、私たちの大切な使命であります。

このたびの発掘調査は、昭和62年4月「中心市街地整備構想」に基づく事業を対象に実

施したもので、大手前女子大学学長日比野丈夫先生を委員長とする大手前女子学園有岡城

跡調査委貝会に調査をお願いしました。

末尾になりましたが、今回の調査に当たってご尽力いただきました日比野丈夫学長をは

じめ、藤井直正教授、発掘調査を担当されました前川 要・小笠原典子両氏およびこの調

査に参加された皆さま方のご労苦に対し、深甚なる敬意と感謝の意を表し、序文といたし

ます。

平成6年 3月

伊丹市教育委員会教育長 乾； 一▲庭t
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『有岡城跡・伊丹郷町III』と題するこの報告書は、伊丹市中央2丁目の三軒寺前プラザ

の建設に関して行われた、考古学的発掘調壺の成果である。

有岡城とは、いうまでもなく天正 2年 (1574)、荒木村重によって築造された、惣構えを

もつ日本最古の都市城郭であった。伊丹市では、市街地再開発事業を進めるに当って、同

市教育委貝会が有岡城跡及び伊丹郷町の調査を実施することとなり、大手前女子大学にそ

の一部が委託され、昭和61年から62年にかけて JR福知山線伊丹駅前についで宮ノ前地区

市街地の調査が進められ、三つ目として三軒寺前プラザの調査が行われたのである。

調査報告書は、まず JR伊丹駅前に先立つ三井パークマンション建設に伴うものを昭和

62年に『有岡城跡・伊丹郷町 I』、 JR伊丹駅前に関するものを平成5年に『同II』第1分

冊• 第2分冊として出版することができた。本報告書はこれに次ぐものである。

三軒寺前プラザは市民の憩いの広場として、古寺と新しいビルに囲まれたすばらしい環

境を作っている。再開発された伊丹の町のシンボルといってもよいであろう。しかも、こ

こは郷町の中心を占め、三寺のうち法巖寺の創建は荒木氏の築城以前に潮るのだから、こ

の付近こそ伊丹郷町最古の歴史をもつ由緒ある土地なのである。考古学的調査によるその

地下の解明が、多くの市民から注目され、調査報告書の出版が学界から待望されていたの

はいうまでもない。

今回の調査及び報告書の作成については、主任として中心的な働きをされた本学の藤井

直正教授をはじめ、これに協力された前川 要（現富山大学人文学部助教授）• 川口宏海

（大手前栄養文化学院助教授）ら諸氏の労苦を多とするものである。事業の当事者である

伊丹市教育委貝会はもとよりのこと、兵庫県教育委員会その他諸機関、学会から時に応じ

てさまざまな指導・助言をいただいたことを感謝しなければならない。それとともに私に

とってとくに嬉しいのは、本学の卒業生、在学生たちが、終始変らずこの事業に協力し、

大きな成果を挙げて下さったことである。

平成 6年 3月

大手前女子大学学長 日且：野杖こた
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例 百

1. 本書は、兵庫県伊丹市による市街地再開発事業のうち三軒寺前プラザ建設に伴って、伊丹市中央2丁目

において実施した、有岡城跡と伊丹郷町の発掘調査報告書である。

2. 現場における調査は、大手前女子大学日比野丈夫学長を委員長とする「有岡城跡調査委員会」の指導の

もとに、大手前女子大学史学科教授藤井直正を調査担当者として、大手前女子学園が伊丹市の委託による

事業として実施した。なお、これにかかる経費は委託料として伊丹市より支出を受けた。

3. 現場における調査は、昭和62年4月24日から 7月1日までの期間で実施した。なお、発掘調査面積は608

而である。

4. 現場における調査は、調査担当者である藤井直正の管理・指導のもとに、主任調査員として、前川 要

（当時、大手前女子大学研究嘱託、現在、富山大学人文学部助教授）が専従した。また、調査員として大手

前女子大学卒業生の小笠原典子、事務員として下野暢子を充ててこれをたすけ、大手前女子大学史学科所

属学生のほか、多数の学生諸君の参加・協力を得、調査補助員とした。これらの参加者の名簿は巻末に掲

げた。

5. 調査資料ならびに出土の整理作業は主任調査員前川 要と、その指導のもとに、調査員小笠原典子・赤

松和佳（大手前女子大学卒業生）、事務員として平井千保（大手前女子大学卒業生）によって、現場の終了

後逐次、これも多数の学生諸君の協力を得て進めて米た。これらの参加者の名簿も巻末に掲げた。

資料整理および本報告書作成に向けての作業は、改めて平成4-5年度に、伊丹市教育委員会より委託

を受けた。なお、整理作業と報告書の作成は、平成元年 5月以後、学内調査組織の整備に伴い、大手前女

子大学史学研究所文化財調査室、有岡城跡・伊丹郷町調査部に引き継いで実施したことを付記する。

6. 本報告書の作成は企画段階で、藤井の指導・助言のもとに、主として編集作業は主任調査員前川 要が

担当し、小笠原典子・赤松和佳が学生諸君多数の協力によって進めたが、川口宏海（大手前栄養文化学院

助教授）• 藤本史子（大手前女子大学研究嘱託）の助言を得た。報告書原稿の執筆分担については、目次に

明記した通りである。

7. 遺構写真は前川 要、遺物写真は小笠原典子がそれぞれ撮影した。

8. 遺構表示記号は、奈良国立文化財研究所の用例に従った。

9. 位置の記載は、平面直角座標系Vによる、建設省基本点・基準点、および伊丹市公共基準点を使用し、

記載している数値は、 X・Yとも m単位で、水準は0.p (大阪湾中等潮位）である。

10. 土層・遺物の色調については、『新版・標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局、昭和51年）を併用

し、すべて肉眼観察によって比定した。

11. 現場における発掘調査の実施に当たっては、伊丹市教育委員会の教育長以下、担当部局各位の懇切なご

指導ご配慮を得た。

＞
 



また、株式会社染の川組、西村興業株式会社、その他多くの機関と多数の方がたの援助を受けた。

さらに、大手前女子学園藤井健造前理事長（平成3年2月10日逝去）、現福井秀加理事長、大手前女子大

学日比野丈夫学長、企画・運営委員会委員諸先生には、調査の進行から本報告書の刊行に至るまで指導・

助言と各方面にわたってご配慮を得たことを付記する。

12. 今回の調査および報告書作成にあたり、多くの方々に種々ご協カ・ご教示賜ったが、ここに関係各氏の

芳名を載せ、謝意を表する。なお、敬称は略させていただいた。

稲垣達郎（伊丹市文化財保存協会）大橋康二（佐賀県立九州陶磁文化館）亀島重則（大阪府教育委員会）

佐久間貴士（大阪府教育委員会）白神典之（堺市教育委員会）瀬川芳則（関西外国語大学教授）坪之内 徹

（奈良女子大学）橋本 久（大阪経済法科大学教授）村川行弘（大阪経済法科大学教授）和島恭仁雄（伊丹

市立博物館）

調査参加者名簿

■外業の部
大手前女子大学 角田あゆみ (18期生）

青山美和泉本美奈應原千鶴高橋里美谷のりえ松田公見子 (19期生）

惣田早苗高比良恵竹安智美橋本和実桝本亜佐松本有加子山口蕉

(20期生）

峨部敦子川嶋由紀子東口智子 (21期生）

安藤周子石田幸子 (22期生）

大阪商業大学 平本雄士松田研

大阪産業大学 山口裕

大阪学院大学 伊藤秀樹

■内業の部
大手前女子大学 山崎晴世 (24期生）

津山詩乃 (25期生）

山崎美恵渡邊晴香 (26期生）
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第 1章調査の経過

阪急電車伊丹駅から東へ、商店街を通り抜けると、そこから一段高くなり、その上は床に陶板が貼られ、

樹木が植栽された漬酒な広場になっている。右手に白亜の建物“やすらぎの館＂、正面には大手柄酒造の黒い

板壁の酒蔵とその向こうに小西酒造株式会社本社の社屋、左手には煉瓦積と白壁の土塀のめぐらされた法巖

寺・正善寺・大蓮寺の三カ寺が並んでいるが、法巖寺の本堂と市の天然記念物に指定されているクスノキの

大木が一きわ目立って眼に入る。

この一角が、平成2年に竣工した「三軒寺前プラザj である。その名前の由来は、いうまでもなく北から

法巖寺・正善寺・大連寺の三カ寺が境を接して東西に並び“三軒寺＂と呼ばれて来たことに因んでいる。

寺院の本堂・山門・鐘楼、町かどの地蔵堂、木造瓦葺の酒蔵といえば、典型的な日本の伝統的景観と言え

る建物であるが、これと重層の鉄筋コンクリートの現代建築が、ここではみごとに調和して、独特のコント

ラストを見せている。現代のどこにでも見ることのできる風景と言ってしまえばそれまでであるが、異様さ

を感じさせないのは、見る者の眼が慣れてしまったからなのかも知れない。

伊丹市では、市域の活性化をはかることを重点施策として、 JR福知山線伊丹駅前と、伊丹郷町の氏神、

猪名野神社参道の宮ノ前商店街とその周辺一帯を対象とする市街地再開発事業が計画され施工されて来た。

このうち JR伊丹駅前の再開発事業は、サンシティホールをはじめとする施設がすでに完成しており、これ

に合わせて駅前に一部が残存し、国の史跡に指定されている「有岡城跡」についても、整備事業がはぼ完了

している。また、宮ノ前地区では、音楽の殿堂として設計されたアイフォニックホールはすでに竣工、利用

されているが、既設建物の撤去が立退き等の事情があって遅延している。しかし、平成 7年度の完工をめぎ

して漸次事業が進められている状況である。

これに関連して計画・施工されている「中心市街地整備構想」というものがあり、先の二つの市街地再開

発と相侯って、伊丹市の中心となっている市街地を整備しようという事業で、すでに柿衛文庫館・市立美術

館・市立工芸センターなどの芸術文化施設がつくられて来た。

「三軒寺前プラザ」も、この構想の中で計画された事業の一つであるが、調査の委託を受けた段階では、計

画区域内の家屋の撤去は完了しており、空地としてフェンスがめぐらされていた。予定敷地の面積は2,400m'

であり、道路としての役割を兼ねたイベント広場をつくる設計であり、平常は小公園として、市民の憩いの

場としての役割も持った広場である。

余談であるが、いわゆる“三軒寺＂は、江戸時代の文政年間 (1818-1830)に、伊丹の郷士史家であった
まさみつ

古野将盈の著わした『有岡庄年代秘記』にのせられている「丹丘寺院開基年考」を見ると、

大永第二年 法巖寺

天正第四年 大蓮寺

天正十七年 正善寺

と記されているように、いずれも古い由緒をもつ寺院である。その創建は、法巖寺が室町時代の大永2年

(1522)、大蓮寺が天正4年 (1576)、正善寺が天正17年 (1586) とされている。よく知られているように、荒

木村重による有岡城の築城とそれに伴う惣構の構築は、天正2年 (1574)のことであり、三カ寺のうち、法巖

寺はそれ以前からここに存在していた。同寺が伊丹氏とかかわりのあることを伝えていることもこれを物語

っている。これに対して大蓮寺と正善寺のニカ寺は村重の入城後に創建されているが、有岡城および惣構の
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構築との戦略的な意味をふまえて、この場所が占定されている公算が大きい。もちろん、寛文9年 (1669)

の『寛文9年伊丹郷町絵図』をはじめとする伊丹郷町の絵図に載せられていて、当時の状況を知ることがで

きる。これらの寺史と現状については、くわしい調査を果たした上で、改めて述べることにしたい。

「三軒寺前プラザ」の建設予定敷地はこの伊丹郷町の中にふくまれ、周知の埋蔵文化財包蔵地であること

から、工事の施工に先立って発掘調査と記録作成が必要があり、市教育委員会を通じて大手前女子学園に調

査の依頼があった。

大手前女子学園は、伊丹市稲野町への短期大学の移転・開校が機縁となって、伊丹市による市街地再開発

事業に伴う発掘調査を委託されることになった。これらの経過については、すでに既刊の報告書にそのつど

述べて来たが、改めてふり返ってみると次表の通りである。

年度 事 業 名

昭和60年度 JR伊丹駅前市街地再開発による立退家屋の代替地、および三井パークマンション建設

に伴う調査

昭和61年度 JR伊丹駅前市街地再開発に伴う発掘調査

宮ノ前地区市街地再開発に伴う試掘調査

昭和63年度 宮ノ前地区市街地再開発に伴う発掘調資

三軒寺前プラザ建設に伴う発掘調査

これに対応し、調査を円滑に実施するために、昭和60年度には「有岡城跡調査会」、昭和61年度からは、こ

れを改編して「有岡城跡調査委員会」を組織し、いずれも大手前女子大学日比野丈夫学長を委員長として学

内関係者から選出された委員が委嘱され、その協議・指導のもとに、史学科教授藤井が担当者として調査グ

ループを編成し、調査を運営して来た。

今回、伊丹市から依頼のあった「三軒寺前プラザ建設」に伴う発掘調査も、その一環として受諾すること

となり、藤井を調査主任とし、大手前女子大学研究嘱託に任用されていた前川 要君（現在、富山大学人文

学部助教授）を主任調査員とし、当初からこの有岡城跡・伊丹郷町の調査に参加して来た小笠原（旧姓、萩

野）典子を調査員に充て、大手前女子大学史学科学生をはじめとする多数の参加者をもって調査を実施した。

調査の委託を受けて以後、伊丹市都市開発部再開発事務所の担当者諸氏と藤井• 前川は、調査の具体的な

実施方法について再三にわたって協議の機会を持った。計画の予定敷地は2,400面であるが、発掘調査を行な

う個所は、ステージ・鉄塔をつくるところ、植樹帯などの、地面を深くまで掘り下げる場所に限定し、それ

以外の区域については、現状の地面を傷つけることなく、盛土によって保存されるということであったため

発掘は行なわないこととした。従って、敷地の面積は2,400m'であるが、実際に発掘調査を行なったのは、そ

のうちの608面である。

現場における調査は、昭和62年4月24日に開始し、 7月1日まで延57日間を費した。調査区域を二区に分

け、法巖寺前を 1区、正善寺・大蓮寺前をII区とした。二区とも、既存建物の基礎等によって地下遺構の壊

されているところもあったが、本書に報告したように各時期・各種類の遺構を検出し、現代からさかのは‘っ

て江戸時代の各時期におけるこの区域のうつりかわりを把えることかできた。伊丹郷町のちょうど真中に当

たり、“三軒寺”の門前かどのように推移して来たかということを明らかにすることができたのは、今回の調

査における最大の成果ということができる。

調査期間中、伊丹市教育委員会社会教育課文化係の関係諸氏には随時現場において指導・助言を得たが、
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兵庫県教育委員会も 4月28日・ 5月18日・ 6月2日の三回、担当係官の米臨があった。また、調査の成果を

広く一般の方がたに知っていただくために、 6月14日に現地説明会を開いたが、多数の方がたが来場され盛

会であった。

この調査の概要は、上記の現地説明会のために作成・配布した発掘調査現地説明会資料『有岡城跡と伊丹

郷町 歩行者専用道路ーイベント広場建設に伴う調査ー』と、伊丹市に提出した実績報告書にまとめた。し

かし多量の出土遺物については、当面の整理以外の作業は進めることができないままの状態であった。

伊丹市が施工されている市街地再開発事業は、建設省の補助を得て実施されているのであるが、埋蔵文化

財包蔵地の発掘調査経費については、文化庁と建設省との覚書に基づき事業主体が原因者として負担しなけ

ればならないことが義務づけられている。しかし、これもさまざまなケースがあるようであり、伊丹市の場

合においては、発掘調査の経費はこの事業費の中から支出されるのであるが、それはあくまでも現場におけ

る発掘調査の経費であって、発掘調査終了時以後の資料整理や出土遺物の整理はもとより、報告書の刊行に

至るまでの所要経費はふくまれていないのである。伊丹市での調査に従事するようになった当初から、この

点については、これまで経験して来た実績をふまえて疑問に思い、市教育委員会や県教育委員会の関係者に

質問し、意見を述べたが徒労に終った。

こうした事情から、資料整理から報告書の作成・刊行までに至る経費については、別途、市教育委員会が

予算を計上し、委託費として支出されることになった。本学においても、今回の「三軒寺前プラザの建設に

伴う調査」に先立って、昭和61年度に実施した「JR伊丹駅前市街地再開発に伴う調査」の整理事業は、平

成2年度から 4年度にわたる継続事業として作業を進め、本年の 3月、『有岡城跡・伊丹郷町II 第1分冊』

および『有岡城跡・伊丹郷町II 第

2分冊』の刊行を以て完了した。本

書の刊行は、それにつづくものであ

り、平成4年度に調査資料と出土遺

なった方がた、指導・助言をいただ

いた方がたも数多い。そのご芳名は

例言に列記したが、ここに改めて謝

意を表する次第である。

網：調査地区

第2図 天保十五年伊丹郷町分間絵図（八木哲浩1988に加筆転載）
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第2章調査の概要

第 1節はじめに

有岡城跡・，伊丹郷町は、伊丹市から川西市にかけて南北に延びる洪積段丘である伊丹台地の上に立地する。

東側は猪名川によって開かれ、比高差3-4mの段丘崖をなす。頂部の海抜は20m前後を測る。

この遺跡内での遺構・遺物の時期区分は、『有岡城跡・伊丹郷町II』（伊丹市教育委員会・大手前女子大学史

学研究所1992)に基本的に従う。中世の在城期と近世の伊丹郷町期の 2時期に大別でき、中世の在城期は伊

丹氏の段階と荒木村重・池田之助の段階とに細分される。それぞれ、 3つの時期を順に 1期、 II期、 III期と

する。さらに、近代はIV期とする。ただし、今回の調査時の遺構の大半はIII期の伊丹郷町期のものである。

なお、各遺構と遺物の項目での記述の順序は遺構年代の古い順とする。

第 2節調査区の設定

今回の調査では、西より I区・ II区・ III区と発掘区を設定した（第 1図）。

発掘区の位置は、平面直角座標系VのX=-135.045から X=-134.085、Y= +99.270から Y= +99.370、

の範囲である。

1. I-A区の遺構と遺物

検出した遺構は、 I区全体では、土壊98カ所、ピット51カ所、井戸 2カ所、炉址1カ所、便甕2カ所を数

える。

I区の北西部・北部・南部をそれぞれ I-A区・ I-B区・ I-C区と呼称して記述する。

北壁

w 

西壁

＿S 

O.P=l7.100m 

E 

~7,lOOm 
N 

゜
2m 

北壁

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6

2. にぶい黄橙色粘質士層lOYR6/3 

3. 褐色砂質士層lOYR4/4 

4. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

5. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

6. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6

7. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

8. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

9. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

10. にぶい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

11. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

12. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

西壁

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

2. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

3. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

4. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/3 

5. 暗褐色砂質上層lOYR3/4 

6. 明黄褐色粘質土層lOYR6/6 

7. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

第4図 I-A区北壁・西壁土層図

-6-



参..

゜
4m 

第 3図 第45次調査 I ~A区遺構全体図



基本層序

遺跡周辺の基本土層は、伊丹礫層を基盤としてその上に明黄褐色粘質土層があり、ここまでが地山である。

上面遺構は、鉄筋ビルの基礎によって削平されており、地山面である最下層のみが残存していた（第 4図）。

現地表面から約20cmで遺構面を確認した。遺構面は、北半と中央部のみが残存しており、その他は破壊され

ていた（第 3図）。地山面は0.P. =16.SOOmを測る。

S X01 

調査区のほぼ中央に位置する。 240cmX80cm、深さ50cmを測る土堀で、竃状遺構の可能性がある（第 5

図）。

第6図ー 1・2は、 i疑灰岩製の石材である。 1の残存長は15.4cm、残存幅9.9cm、最大厚4.6cmを測る。 2 

の残存長は19.7cm、残存幅11cm、最大厚4.2cmを測る。両方共、上下面に石のみ痕が明確に施されている。左

側面の下部分には、焼けた痕跡があり、上面から右側面、下面半分にかけて、煤が付着している。竃の燃焼

第7図ー 1は、桟瓦である。

残存長は22cm、残存幅18.9cmで

ある。 2は、産地不明の染付磁

器鉢である。口縁部上面には、

染付が施されている。口径

（推） 10.8cm、器高9.2cm、高台

径（推） 6.6cmを測る。

出土遺物から概観すると、 18

世紀末から19世紀と考えられる。

-
W
 

④
 

O.P=l6.900m 

E 

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

0 lm 

一第5図 I-A区SXOl遺構図 ゜
10cm 

第6図 I-A区SXOl出土遺物(1)

-9-



~ 

゜
10cm 

第 7図 I-A区SXOl出土遺物(2)

2. I-B区の遺構と遺物

1次面 3次面

w
 

2次面

R
 

゜
4m 

第 8図 第45次調査 1-B区遺構全体図
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北壁

w 
O.P=l7.800m 

E 

東壁

_
N
 

O.P= 17. 800m 

s 

南壁

_
E
 

O.P= 17. 800m 

w 

西壁

_s 

O.P= 17. 800m 

N 

北壁土層

1. にぶい黄橙色土層lOYR6/4 

2. にぶい黄褐色土層lOYR5/3 

3. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4

4. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

5. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

6. 黄褐色土層 2・5Y 5/4 

7. 黄褐色土層 2・5Y 5/6 

8. 褐色粘質土層lOYR4/6 

9. 黄褐色土層lOYR5/6 

10. 褐色砂質土層lOYR4/4 

11. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

12. 褐色礫土層lOYR4/4 

13. 黄褐色土層lOYR5/6 

14. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

15. 黄褐色土層lOYRS/6 

16. 黒褐色砂質土層 2・5Y 3/2 

17. 褐色砂質土層 7・5Y R4/3 

18. 明褐色土層 7・5Y RS/6 

19. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

20. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

21. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4

22. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

23. 明赤褐色砂質土層 5Y RS/8 

24. にぶい黄褐色土層lOYRS/4 

25. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

26. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

27. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

28. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 

29. 暗褐色砂質土層 7・5Y R3/3 

30. 黒色砂質土層 7・5Y R2/l 

31. 褐色砂質土層lOYR4/4 

32. 暗褐色土層lOYR3/4 

33. 黄褐色粘質士層lOYRS/8 

34. 黒褐色土層 7・5Y R3/2 

東壁土層

1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

2. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

3. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

4. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4 

5. 暗褐色土層lOYR3/4 

6. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

7. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/4 

8. 褐色砂質土層lOYR4/4 

9. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 

10. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

11. 暗褐色土層lOYR3/3 

12. 暗オリープ褐色土層 2・5Y3/3 

13. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

14. 黄褐色砂質土層lOYRS/6 

15. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

16. 褐色砂質土層 7・5Y R4/3 

17. にぶい黄褐色砂質土層lOYR 5/3 

18. 褐色砂質土層lOYR4/6 

2m 

19. 黄褐色土層lOYR5/6 

20. 黄灰色砂質土層 2・5Y 4/1 

21. 明褐色砂質土層 7・5YR5/8

22. 灰オリーブ色砂質土層 5Y5/3 

23. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

24. 褐色土層lOYR4/6 

25. 暗褐色砂質土層 7・5Y R3/4 

26. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

27. 灰黄色砂質土層 2・5Y 6/2 

南壁土層

1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

2. 褐色土層lOYR4/6 

3. 暗褐色砂質土層 7・5Y R3/4 

4. 黄褐色土層lOYR5/6 

5. 黄褐色砂質士層lOYR5/8 

6. 黒褐色土層 2・5Y 3/1 

7. 明黄褐色砂質士層lOYR6/6 

8. 褐色砂質土層lOYR4/4 

9. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

10. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

11. 明褐色土層 7・5Y R5/8 

12. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

13. にぶぃ黄褐色砂質土層lOYR5/4 

14. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

15. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

16. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/4 

17. 灰色粘土層lOY5/1 

18. 灰赤色粘質土層 7・5Y 4/2 

19. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

西壁土層

1. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

2. 灰色粘土層lOY5/1 

3. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

4. 黒褐色粘質土層lOYR3/l 

5. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

6. 浅黄色砂質士層 2・5Y7/4

7. 明黄褐色粘土層 2・5Y6/8 

8. 暗赤褐色粘質土層 2・5Y R3/l 

9. 黄褐色粘質土層lOYRS/6 

10. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

11. 明黄褐色粘土層lOYR6/8 

12. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/4 

13. オリープ褐色粘質土層lOYR4/6 

14. 褐色粘質土層lOYR4/6 

15. にぶい黄褐色粘質土層10YR5/3

16. 褐色枯質土層lOYR4/4 

17. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

18. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/4 

19. 褐色粘質土層lOYRS/6 

第 9図 I-B区北壁・東壁・南壁・西壁土層図
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基本層序

現地表面から約10cmで1次遺構面を確認した。それより約 5cm下方で2次遺構面を部分的に確認した。さ

らに約10cm下方で3次遺構面を確認した（第 9図）。大きく 3時期の遺構面か検出され、 2次面では、ひろい

範囲で土間を検出した（第 8図）。地山面は、 0.P. =17.600mを測る。

S K23 

調査区中央部に位置する。 270X 160cm以上、深さ15cmを

測る土壊である（第10図）。 2次遺構面より掘り込んでい

る。 口
第11図一 1・2は、土師質土器皿である。 1は、口径（推）

6 cm、器高1.1cmを測る。口縁部は直線的に延び、外面は指 5 

頭圧調整、内面口縁部は横ナデ調整、内面底部は一定方向

ナデ調整である。口縁部に灯芯痕を残す。 2は、口径（推）

10.4cm、器高1.4cmを測る。口縁部は内弯し、内外面共横ナ

デ調整である。 3は、京焼風陶器皿である。高台内に判読

不能の墨書がみられる。 4は、唐津系陶器三島手鉢である。

5は、肥前磁器染付皿である。

出士遺物から概観すると、 18世紀前半～後半の時期と考

えられる。

S K26 

調査区北端に位置する。直径60cm、深さ27cmを測る土猥

である（第12図）。 3次遺構面より掘り込んでいる。

コー

8 

L-
fヽ

O.P=l7.600m 

N 

1. 撹乱

2. 灰色粘土層lOY5/1 

3. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

4. 黒褐色粘質土層10YR3/l

5. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

6. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4

7. 明黄褐色粘土層 2・5Y6/8

8. 暗赤褐色粘質土層 2・5Y R3/l 

9. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

10. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

11. 明黄褐色粘土層lOYR6/8 

12. 褐色粘質土層lOYR4/6 

13. にぶぃ黄褐色粘質土層lOYR5/4 

14. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

15. 褐色粘質土層lOYR4/6 

16. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

゜

三~
1000 ) 

2m 

第10図 1-B区SK23遺構図

④□ 

第11図 I B区SK23出土遺物

面口誓~l7.600m

1. にぶい黄橙色士層lOYR6/4 

2. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

3. にぶい黄褐色土層lOYRS/3 

4. 礫層

5. 明黄褐色粘質士層lOYR6/8 

6. 褐色砂質士層lOYR4/4 

7. 黄褐色土層lOYRS/8 

0 lm 

一第12図 I ~ B 区 S K26遺構図

3. I-C区の遺構と遺物

基本層序

現地表面から約10cmで1次遺構面を確認した。それより約10cm下で2次遺構面を確認した。さらに、約 5

cm下で地山直接掘り込みの 3次遺構面を確認した（第14図）。 1次面では、遺構が西端に、 2次面では、東端

に偏在している（第13図）。地山面は、 0.P. =17.200mを測る。
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第13図 第45次調査 r ~ c 区遺構全体図



w 
O.P=17.800m 

E 

w 

w 

O.P= 17. 800m 
E 

O.P=17.800m 

E 

O.P= 17 ,800m 

E 

゜
2m 

1. 撹乱

2. 黒褐色砂質土層 2・5Y 3/1 

3. 撹乱

4. 明黄褐色土層lOYR6/6 

5. 黒褐色砂質士層lOYR2/3 

6. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4

7. 黄褐色砂質土層10YR5/6

8. オリーブ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

9. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

10. 貝塚

11. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

12. 橙色砂質土層 7・5YR6/8

13. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 

14. 明赤褐色砂質土層 5Y R5/6 

15. 明褐色砂質土層 7・5YR5/8

16. 黒褐色砂質士層 2・5Y 3/2 

17. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6

18. 黄褐色粘質土質 2・5Y 5/6 

19. 黒色砂質士層 2・5Y2/l 

20. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

21. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

22. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

23. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

24. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

25. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

26. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

27. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

28. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

29. 黒褐色粘質上層lOYR3/2 

30. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

31. 黄褐色砂質士層lOYR5/8 

32. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

33. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

34. 褐色砂質土層lOYR4/6 

35. オリーブ褐色砂質士層 2・5Y4/4

36. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

37. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y4/4

38. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

39. 褐色粘質土層lOYR4/6 

40. 撹乱

41. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

42. 黒色瓦層 2・5Y2/l 

43. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

44. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/4

45. オリーブ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

第14図 I-C区北壁土層図

46. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

47. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

48. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/3 

49. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8

50. 撹乱

51. 褐色砂質土層lOYR4/4 

52. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y 3/3 

53. 黒色土層 2・5YZ/1 

54. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

55. オリープ色粘質士層 5Y5/6 

56. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

57. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

58. 黄褐色土層 2・5Y 5/3 

59. 黒褐色砂質士層 2・5Y 3/2 

60. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

61. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

62. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

63. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

64. 明黄褐色砂層 2・5Y6/6 

65. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

66. オリーブ褐色士層 2・5Y 4/4 

67. 黒褐色土層 2・5Y 3/1 

68. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

-15-



O.P= 17. 800m 

E
 

w 

_
E
 

O.P= 17. 800m 

w 

41 

_
E
 

O.P= 17. 800m 

w 

O.P= 17 .800m 
E W 

O 4m 

1. 灰白色砂質土層 5Y7/l 

2. 暗褐色土層lOYR3/4 

3. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/3 

4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

5. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

6. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

7. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

8. 暗褐色粘質土層lOYR5/8 

9. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

10. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

11. 黒褐色砂質上層 2・5Y 3/2 

12. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

13. 褐色砂質土層lOYR4/4 

14. 褐色砂質土層lOYR4/6 

15. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

16. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

17. にぶぃ黄褐色土層lOYR4/3 

18. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

19. 暗オリープ褐色士層 2・5Y 3/3 

20. 褐色砂質土層lOYR4/4 

21. 黒褐色土層lOYRZ/3 

22. にぷい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

23. 褐色砂質土層lOYR4/6 

24. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

25. 黒褐色粘質土層lOYR3/l 

26. 暗オリーブ褐色砂質士層 2・5Y 3/3 

27. 黒褐色礫層 2・5Y 3/2 

28. にぶい黄褐色土層lOYR 5/4 

29. 灰褐色砂質土層 7・5Y R4/2 

30. 黄橙色砂質士層lOYR7/8 

31. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

32. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

33. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

34. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

35. 黄褐色粘土層 2・5Y 5/6 

36. 黒褐色粘質士層 2・5Y 3/2 

37. 黒色粘土層 2・5YZ/1 

38. オリーブ褐色粘土層 2・5Y 4/4 

39. 暗緑灰色枯士層lOGY3/l 

40. 褐色粘質土層lOYR4/6 

41. 灰黄褐色砂質土層lOYR5/2 

42. オリーブ褐色砂礫層 2・5Y 4/4 

43. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 

44. オリーブ灰色粘質土層lOY4/2 

45. 黄灰色砂層 2・5Y4/l

46. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

47. オリーブ褐色粘質士層 2・5Y 4/4 

48. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 

第15図 I-C区南壁土層図

49. にぷい黄褐色砂層lOYR5/3 

50. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

51. 黒褐色士層lOYR3/l 

52. 黒褐色粘土層 7・5Y R3/l 

53. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

54. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

55. オリープ灰色粘士層lOY4/2 

56. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

57. 黒褐色粘質土層 2・5Y 3/1 

58. 黒色砂質士層lOYRl.7/1 

59. 明黄褐色粘質土層lOYR6/6 

60. 黒色土層lOYRZ/1 

61. 灰黄褐色粘質士層lOYR4/2 

62. 黄灰色粘質土層 2・5Y5/4

63. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

64. 黄灰色粘質土層 2・5Y 4/1 

65. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

66. 黒褐色粘土層 2・5Y 3/1 

67. 暗灰黄色砂礫層 2・5Y 4/2 

68. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 

69. 黄褐色砂層 2・5Y 5/6 

70. 暗褐色土層lOYR3/3 

71. 黒褐色粘土層 2・5Y3/l 

72. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/8 
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1. 灰臼色砂質土層 5Y7/l 

2. 黒褐色砂質土層 2・5Y 3/2 

3. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

4. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

5. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

6. にぷい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

7. 灰色砂質土層lOY5/1 

8. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

9. にぶい黄色砂質土層lOYR5/4 

10. 浅黄色砂質士層 2・5Y7/4

11. オリープ黄色砂質士層 5Y6/4 

12. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

13. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

14. 褐色砂質士層lOYR4/6 

15. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/4 

16. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

17. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

18. 褐色砂質土層lOYR4/4 

19. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

20. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

21. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

22. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

23. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y 3/3 

゜

O.P=l7.800m 

s 

2m 

第16図 I-C区東壁土層図

S E04 

調査区東端に位置する。直径70cm、深さ420cm以上を測る素掘井戸である（第17

図）。 2次面の遺構である。掘形上面に花岡岩の配石をし、その反対側に柱穴をも

つ。井戸上半は、弯曲してオーバーハングしている。湧水点は、 0. P . = 16. 800 

m-400cmである。

第18図1-3は、肥前磁器である。 1は、一重網目文碗である。 2は、染付徳利

である。内面は無釉である。 3は、青磁皿である。見込みには、蛇ノ目釉ハギし

た上に円形の重ね焼痕がみられる。高台部は露胎で、畳付部分に砂が付着してい

る。 4は、土人形の鶏である。合わせ型による成形である。合わせ目は、ヘラケ

ズリ調整、表面には、 ドロキラが残存する。 5-8は、屋瓦である。 5は、飾瓦

である。瓦当部の直径8.4cm、全長（推） 7.5cm、菊花文である。 6は、三ツ巴文軒

丸瓦である。瓦当部の直径14.8cm、連珠数16個を数える。 7は、平瓦である。全

長27.3cm、狭端幅22.6cm、広端幅（推） 24.6cmである。 8は、丸瓦である。全長

26.6cm、幅13.8cm、玉縁部長3.6cmを測る。丸瓦部凹面には、コビキB (鉄線引き）

痕がみられる（参考文献 8)。

出土遺物から概観すると、肥前磁器の 1・2は、大橋康二氏の編年III期 (17世

紀後半）、 3はIV期 (1690-1780年）に属することにより（参考文献1)、17世紀

後半-18世紀前半までの時期と考えられる。

ーロ三
-s 

1 オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 

0 lm ＿ 
S E03 第17図 I-C区SE04遺構図

調査区南束付近に位置する。直径100cm、深さ450cm以上を測る素掘井戸である（第19図）。 2次面の遺構で

ある。 C井戸下半は、かなり弯曲してオーバーハングしている。湧水点は、 0.P. = 17 .800m-420cmである。

第20図ー 1-5・8は、肥前磁器である。 1は、草花文碗である。口径9.6cm、器高5.6cm、高台径4cmを

測り、完形品である。 2は、染付碗である。高台内に銘款がみられる。口径10cm、器高4.9cm、高台径4.2cm

を測る。 3は、陶胎染付鉢である。見込みには蛇ノ目釉ハギし、その上に砂が付着している。 4は、仏飯具

である。脚底部は露胎である。 5は、火入れである。口径9.8cm、器高5.4cm、高台径4.6cmを測る。外面に唐

草文様がみられる。内面下半及び高台畳付は露胎である。 8は、青磁端反り碗である。内外面に貫入がみら
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第18図 I-C区SE04出土遺物

れる。 6は、石製硯である。オリーブ灰色2.5GY6/lを呈する粘板岩製の石材を用いる。全長11.1cm、幅5

cm、高さ1.5cmを測る。滋賀県高島石ではないかと考えられる。 7は、京焼風陶器碗である。口径8.6cm、器

高5.8cm、高台径4.3cmを測る。外面には山水文、高台は露胎である。 9は、刷毛目唐津大皿である。口径22.6

-18-



cm、器高4.7cm、高台径9.4cmを測る。見込みに陶石を砕いた目痕が残っ

ている。一部に鉄釉を掛けている（網かけ部分）。 10は、土師質土器十能

である。 把手長5.8cm、把手幅2.7cm、把手厚み 2cmを測る。上面及び側

面はナデ調整、下面は未調整である。 11は、瓦質土器火鉢である。頸部

に菱形のスタンプ文、体部下半に刺突文を施す。獅子頭は型抜き後、貼

り付けしている。

第21図ー 1は、堺焼播鉢である。口径（推） 42cm、器高19.6cm、高台

径21cmを測る。高台を伴う播鉢で、やや粗い胎土を用い、橙色7.5YR

6/6を呈する。焼成は不良で、体部内面の数条の播目が底部内面にまで及

んでいる。見込みの揺目は、交差している。高台部内面に焼台痕がみら

れる。白神典之氏の編年によると（参考文献5)、 I類に属する。2は、

丹波焼甕である。口径（推） 38.6cmを測る。口縁部上面には、 3条の沈

線を施す。頸部外面には、刻み目を巡し、頸部内面に指頭圧痕が残る。

内外面とも、途り土を施す。今回の実測図には載せていないが、備前焼

の小型播鉢も出土している。

出土遺物から概観すると、 18世紀前半の時期と考えられる。

SK 74 

調査区南壁西側に位置する。 100cmX25cm以上、深さ15cmを測る土城で

ある（第22図）。 1次面の遺構である。

ーこ~- (f) 

"' "笏効疇

1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

2. 明黄褐色粘質土層 2・5Y 5/8 

3. 黄褐色砂質上層 2・5Y 5/3 

4. 暗灰黄色砂礫層 2・5Y5/2 

5. 黄灰色粘士層 2・5Y 4/1 

O lm 

一SK 77 第19図 I-C区SE03遺構図

調査区北壁西側に位置する。 70cmX 190cm以上、深さ60cmを測る方形土壊である（第23図）。2次面の遺構

である。埋土の状況から見て、木枠が入っていた可能性がある。蛎殻が西半分に充填されていた。

S KGO 

調査区東側に位置する。 SK60はSE03の北西に位置する。110cmX50cm、深さ45cmを測る方形土塘であ

る。（第24図）。 2次面の遺構である。

第25図ー 1は、肥前磁器染付段重である。 2は、棟端飾瓦である。奥行15.8cm、幅（推） 44.2cm、高さ32.2

cmを測る。手張り成形、主文様として房で結ばれた巾着を表現している。

出土遺物から概観すると、 18世紀後半から19世紀前半の時期と考えられる。

S D04• 05 

調査区のほぼ中央に位置する。幅約35cm、深さ15cmの花岡岩石組溝で、北・東面を囲饒している（第26

図）。 1次面の遺構である。東西10m・南北5m以上の方形区画を区切っている。底部に 3cmはど漆喰を塗っ

ている。

第27図ー 1は、銅製煙管の吸口である。吸口径0.9cm、吸口長（推） 4.4cmを測る。 2は、瀬戸・美濃焼蓋

である。口径10.9cm、器高3.1cm、つまみ径3.9cmを測る。外面には、呉須による渦巻文と、鉄釉の草花文様

を施す。口縁部に口銹がみられる。内外面に貫入がみられる。

第28図は、「寛永通賓」の銭貨である。直径2.3cm、厚み0.1cmを測る。「宮」字はハ「賓」である。これら

は、 19世紀前半頃の遺物である。この他煉瓦なども出土しており、 19世紀前半を上限として最終的に戦前ま

で機能していた溝である。
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第20図 I-C区SE03出土遺物(1)

S D06 

調査区西端に位置する。 SD04・05とともに屋敷地を囲饒する花岡岩石組溝である

構である。

S D02• 03 

（第29図）。 1次面の遺

調査区中央やや東側に位置する。 SDOZは、長さ120cm、幅15cm、深さ 7cmを測る。 SD06に直交すること

から、流れ込む排水溝と考えられる。 S D03は、長さ140cm、幅12cm、深さ 4cmを測る。両端に直径約20cm、

深さ10cmのピットをもつ。

S K33 

S D02と関連する可能性がある （第30図）。いずれも、 1次面の遺構である。

調査区東側に位置する。 SK33は、 70cmX40cm、深さ15cmを測る方形土猥である （第31図）。 1次面の遺構

である。周囲を煉瓦で囲まれており、 S DOZと関連する可能性がある。
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第21図 I-C区SE03出土遺物(2)

S I 01 

調査区南側SD04沿いに位置する。発掘区中央部より径60cm、深さ20cmを測る掘形をもつ埋甕遺構を検出

した （第32図右）。 1次面の遺構である。

第33図は、大谷焼鉢を用いた便槽である。外面底部は未調整で、判読不能の墨書がみられる。外面体部は

無釉である。川口宏海氏の分類によると （参考文献3)、3型式に属すると考えられる。内面に白色の付着物

がある。付着物の成分は不明である。

S K38 

明治時代後半から大正時代以降の時期と考えられる。

調査区南側に位置する。 S I 01に隣接して、径50cm、深さ25cmを測る掘形をもつ埋桶遺構を検出した。桶

は底部のみが残存しており、その上に平瓦を置いた状態で検出した （第32図左）。 1次面の遺構である。埋め

る際に、 2層に分けている。
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O.P=17.100m 

而＝戸~E

1. 黄褐色土層 2・5Y5/4
0 lm 

一第22図 1~c 区 S K74遺構図

□ 
8 

O.P=17.400m 

z
 

s
 

1. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

2. 黒褐色士層 2・5Y 3/2 

3. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

4. 黒褐色土層lOYR3/1 

5. 黒褐色土層10YR3/2

6. 黄褐色粘質上層lOYR5/8 

7. 褐色士層lOYR4/4 (地山）

0 lm 

一第24図 I-C区SK60遺構図

④
 

1. 撹乱

2. 明黄褐色士層lOYR6/6 

3. 黒褐色砂質士層lOYRZ/3 

4. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

5. 黄褐色砂質土層lOYRS/6 

6. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

7. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

8. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/6 

9. 貝塚

10. にぶい黄褐色砂質土層lOYRS/4 

0 lm 

一第23図 I-C区SK77遺構図
S I 02 

調査区南側に位置する。 SI 02は、周囲を煉瓦で囲んだ埋甕遺構である（第34図）。 1次面の遺構である。

煉瓦の配置から見て便所遺構である可能性が高い。

第35図ー 1は、丹波焼甕を用いた便槽である。口径40.6cm、器高43.2cm、底径23.2cmを測る。口縁部上面

に2条の沈線を巡す。また、肩部には、不遊環を貼り付ける。外面体部最下部は回転ヘラケズリ調整、底部

は未調整である。内面に、白色の付着物があり、付着物の成分は不明である。

第36図は、「天保通賓」の銅銭である。楕円形で方孔がある。裏の孔上に「裳百」、孔下に金工の花押か施

されている。初鋳年は天保 6年 (1835年）である。縦4.8cm、横3.2cm、厚み0.2cmを測る。

便槽として使用された丹波焼甕は、形態から観察すると、楢崎彰ー氏の丹波編年図では（参考文献 6)、江

戸I(17世紀前半）に属すると考えられる。

しかし、これは伝世品と考え、天保通賓が出土していることから、天保通賓を鋳造した1835年以降に便甕

として使用されていたことが考えられる。
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第25図 I-C区SK60出土遺物
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1. 褐色粘質土層lOYR4/6 

N0.2 O.P= 17. 500m 

N 言旦雪百
1. 褐色粘質士層lOYR4/6 

第26図
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I-C区SD04・05遺構図
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第31図 I-C区SK33遺構図

N0.2 O.P= 17. 400m 

而し三百
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第29図 1-C区SD06遺構図
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1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

1. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

2. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/4

゜
第32図 I-C区SK38・S I 01遺構図
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第33図 I-C区SI 01出土遺物
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一第34図 I-C区SI 02遺構図
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第35図 1-C区SI 02出土遺物(1)
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第36図 I-C区SI 02出土遺物 (½)(2)
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第37図 I-C区1次面包含層(1)

1次面包含層

第37図ー 1-5は、肥前磁器である。 1は、山水文の初期伊万里の染付皿である。口径（推） 12.4cm、器

高2.6cm、高台径5.4cmを測る。高台には、離れ砂が付着する。大橋康二氏の編年によると、 II-2期に位置

付けられる。 2は、青磁香炉である。内面下半及び高台畳付．内面は露胎である。 18世紀代のものである。

3は、青磁鉢である。口径（推） 21cm、器高7.7cm、高台径（推） 9.8cmを測る。内面は片切り彫りで、草花

文様を施す。高台畳付は露胎である。 1630年-40年のものである。 4は、染付碗である。口径10cm、器高5.6

cm、高台径4cmを測る。 5は、染付筒茶碗である。見込みに五弁花がみられる。 4・5共、 18世紀後半のも

のである。 6は、産地不明の染付磁器段重である。口縁部は無釉である。 19世紀半ば以降のものである。

第38図ー 1-4は、土師質土器である。 1は、火消壺である。体部外面は未調整、最下部はヘラケズリ調

整である。体部内面は横ナデ調整し、指頭圧痕が残り、全面に煤が付着する。底部は、未調整である。 2-4 

は、焙烙である。 2は、口径23.2cmを測る。口縁部から底部にかけて、丸みをおびて屈曲するタイプである。

外面には煤が付着している。 3は、口径25cmを測る。口縁部が直立し、口縁部と底部との境目がはっきりし

ているタイプである。口縁部外面と底部外面との境目を面取りしている。底部外面・内面の一部に煤が付着

している。 4は、口径（推） 26.6cmを測る。口縁部にゆるやかな段をなし、口縁部と底部との境目は、 2の

タイプと類似している。外面には煤が付着している。いずれも、口縁部内外面は、横ナデ調整、底部内面は

ナデ調整、底部外面は未調整で離れ砂がみられる。 18世紀前半のものと考えられる。
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第38図 I-C区1次面包含層(2)
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第39図 I-C区表面採集遺物

表面採集遺物

第39図ー 1は、土師質士器の不明品で

ある。直径（上） 5.6cm、直径（下） 3.8 

cm、高さ1.5cmを測る。直径0.2cmの穿孔

を有する。 2は、備前焼植木鉢である。

底部には、直径2.8cmの穿孔を有する。

時代は不明である。

4. II-A区の遺構と遺物

検出した遺構は、 II区全体では、土横112カ所、ピット41カ所、溝4カ所、井戸 1カ所、炉跡8カ所、築地

塀1カ所を数える（第40図）。

II区の北側をII-A区、南側をII-B区として記述する。

基本層序

北側は残存状況がよく、三面残っていたが、南側は、残存状況が悪く一面のみ残っていた。北側では現地

表面から約10cmで一次遺構面を確認した。さらに約10cm下より二次遺構面を確認した。また、約20cm下より

地山から直接掘り込まれた遺構を確認した。地山面は、 0. P . = 17. 200 mを測る。

S A01 

調査区中央部に位置する。花岡岩を 2列に並置した築地塀の基礎と考えられる遺構である（第43図）。幅60

cm、長さ300cm以上を測る。 3次面の遺構である。

S E01 

調査区束壁北端に位置する。直径220cm以上、深さ530cm以上を測る井戸である（第44図）。 3次面の遺構で

ある。湧水点は、 0.P . = 17. 500 m -510cmである。

第45図ー 1-4・6・9は、肥前磁器である。 1は、染付碗である。口径8.9cm、器高4.9cm、高台径2.9cm

を測る。 2は、広東型碗である。 3は、染付皿である。口径13.2cm、器高3cm、高台径7cmを測る。見込み

は蛇ノ目釉ハギ、五弁花文はコンニャク印判による。 4は、染付御神酒徳利である。高台畳付及び内面は露
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1. にぶい褐色土層 2・5Y6/4 

2. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

3. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

4. 褐色砂質土層lOYR4/6 

5. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

6. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

7. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

8. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

9. 明黄褐色粘質土層lOYR6/6 

10. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/4 

11. 黄橙色砂質士層lOYR7/8 

12. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

13. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

14. 暗オリープ色砂質土層 5Y4/4 

15. 灰オリープ色砂質土層 5Y4/2 

16. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

17. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

18. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y4/4

19. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

20. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

21. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

22. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

23. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

24. 暗オリーブ褐色砂質土層 5Y4/3 

25. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/3 

26. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/4 

27. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

28. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

29. にぶい黄褐色砂質土層lOYR6/4 

30. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 

31. 暗褐色礫層lOYR3/4 

32. にぶい黄褐色砂質土層lOYR6/4 

33. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

34. オリープ褐色砂質土層 Z・5Y R4/4 

35. オリープ褐色砂質土層 Z・5Y R4/6 

36. オリーブ褐色砂質土層 Z・5Y R4/4 

37. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

38. 黄褐色砂質士層 Z・5Y 5/3 

39. 暗オリープ褐色粘質土層 Z・5Y R3/3 

40. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

41. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

42. 明黄褐色粘質士層 Z・5Y R6/8 

43. 暗褐色砂質士層 5Y R3/l 

44. 黄褐色砂質土層 Z・5Y 5/4 

45. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

46. オリープ褐色砂質土層 Z・5Y 4/4 

47. 黄褐色砂質土層 Z・5Y 5/6 

48. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6

49. にぶい褐色砂質土層lOYR5/4 

50. 褐色砂質士層lOYR4/4 

51. 褐色粘質土層lOYR4/6 

52. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

53. 暗オリープ褐色砂質土層 Z・5Y 3/3 

54. オリープ褐色砂質土層 Z・5Y 4/3 

55. オリーブ褐色砂質士層 Z・5Y 4/3 

56. 黒褐色砂質土層 Z・5Y 3/2 

57. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

58. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

59. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3

60. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

第41図 II-A区西壁土層図

61. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

62. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

63. 黒褐色粘質土層lOYR3/2 

64. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

65. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

66. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

67. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

68. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

69. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6

70. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6

71. 暗褐色砂質土層 5Y R3/l 

72. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

73. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

74. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6

75. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

76. にぶい黄褐色砂質上層lOYR 5/4 

77. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

78. 明黄褐色粘質土層 2・5Y R6/8 

79. 黄褐色砂質土層 2・5YS/6 

80. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

81. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

82. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

83. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 7/6 

84. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 6/6 

85. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

86. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

87. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/4 

88. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 
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SW 57 

1. 浅黄色砂質土層 5Y7/4 23. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 45. 黄橙色粘質士層10YR7/8

2. オリープ色砂質士層 5Y7/4 24. 暗オリープ褐色砂質士陪 2・5Y 3/3 46. 黄橙色粘質土層 7・5YR 7/8 

3. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 25. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 47. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

4. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7/6 26. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 48. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

5. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/4 27. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 49. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

6. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 28. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 50. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/4 

7. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 29. 明黄褐色粘質士層lOYR6/8 51. 黄橙色粘質土層 7・5Y R7/8 

8. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/3 30. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 52. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

9. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 31. 灰褐色砂質土層 7・5Y R5/2 53. オリープ褐色粘質上層 2・5Y 4/6 

10. 明黄褐色砂質土層 2・5Y7 /6 32. にぶい褐色砂質土層 7・5YR5/4 54. 黄橙色枯質土層10YR7/6

11. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/4 33. にぶい褐色砂質土層 7・5Y R5/3 55. 赤黒色砂質土層 2・5YR 1. 7/1 

12. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 34. 灰褐色砂質士層 7・5Y R4/2 56. 黄橙色粘質土層lOYR7/8 

13. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 35. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 57. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

14. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 7/6 36. にぶい褐色砂質土層 7・5Y R6/3 58. 明黄褐色粘質土層lOYR7/6 

15. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 37. 浅黄色砂質土層 2・5Y7 /3 59. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

16. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 7 /6 38. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 60. 明黄褐色粘質士層 2・5Y6/8 

17. オリーブ色砂質土層 5Y6/6 39. 褐色粘質土層lOYR4/4 61. 黄橙色粘土層lOYRS/8 

18. オリープ色士層 5YS/6 (瓦溜め） 40. にぶい黄橙色砂質士層lOYR6/3 62. にぶい黄橙色砂質土層lOYR7/3 

19. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/4 41. にぶぃ黄橙色粘質土層lOYR6/4 63. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

20. 黒褐色粘質土層 2・5Y 3/2 42. 明赤褐色粘質土層 5Y R5/6 64. 明黄褐色砂層 2・5Y6/8 

21. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 43. 浅黄橙色砂質土層lOYR4/4 65. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

22. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/4 (瓦溜め） 44. 褐色砂質土層lOYR4/4 

゜
2m 

第42図 II-A区東壁土層因

-30-



胎である。 6は、型押しの白磁紅皿である。口径4.8cm、器高1.5

cm、高台径1.4cmを測る。 9は、青磁花瓶である。口径8.2cm、器

高15.4cm、高台径6.2cmを測る。高台畳付及び内面頚部以下は、露

胎である。肩部には、耳を貼り付ける。 5は、萩焼湯呑茶碗であ

る。口径7.8cm、器高5.5cm、高台径3.8cmを測る。体部外面の露胎

上にいっちん掛けを施し、内面は施釉している。高台は露胎であ

る。 7は、受けのない柿釉灯明皿である。口径（推） 5.8cm、器高

1.2cm、底径（推） 2.6cmを測る。 8は、土人形の天神である。合

わせ型による成形である。合わせ目は、ヘラケズリ調整を施す。

台座を有する土人形は、堺環濠都市遺跡出士遺物と共通するもの

が多い（参考文献4)。10は、三田青磁端反り碗である。口径13cm、

器高7.6cm、高台径5.2cmを測る。 11・12・14・15は、伊賀・信楽

焼系である。 11は、蓋である。口径7.2cm、器高3.7cm、つまみ径

2.2cmを測る。白土と黒土のいっちん掛けによる文様を施す。下面

は露胎である。 12は、灰釉急須落し蓋である。口径9cm、器高2.4

cm、底径4.4cmを測る。下面は露胎で、胎土は灰白色5Y8/2を呈

する。 13は、産地不明の鉄釉磁器である。底部外面は露胎である。

見込みに 3カ所の目痕が残っている。体部に把手がついていた痕

がみられる。 14は、青土瓶である。 15は、灰釉急須である。体部

最下部・底面．把手内面は露胎である。 16は、堺焼揺鉢である。

ロ径33.8cm、器高12.7cm、底径16cmを測る。体部外面の回転ヘラ

ケズリは、口縁部直下まで施される。ロクロは左回転、播目は 8

-9本単位である。白神典之氏の編年によると、 II型式に属する。

17-19は、丹波焼である。 17は、鉄釉甕である。口径（推） 32.8 

cmを測る。口縁部上面は露胎、体部外面に円形浮文を貼り付ける。

18は、鉄釉徳利である。内面・底部は、露胎である。 19は、ペコ

タン徳利である。内外面共、無釉である。

出士遺物から概観すると、 18世紀後半から19世紀初頭までの時

期と考えられる。

S D03 

調査区南端に位置する。幅約50cm、長さ175cm以上、深さ25cmを

測る溝である（第46図）。 3次面の遺構である。

S K57 

調査区西壁南側に位置する。 90cm以上X150cm以上、底面が2カ

所窪んでおり、深さ28cm、24cmを測る方形土壊である（第47図）。

3次面の遺構である。

第48図ー 1は、 肥前磁器染付碗である。 2は、丹波焼桶である。

ロ径（推） 34cmを測る。口縁部上面には、 3条の沈線が巡る。内
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1. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 
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3. 暗緑灰色粘土層lOGY4/l 
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第45図 II-A区SEOl出土遺物

外面共、無釉である。

第49図は、丹波焼大甕である。口径（推） 71cmを測る。

出土遺物から概観すると、 17世紀後半から18世紀前半までの時期と考えられる。
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1. 浅黄橙色砂質士層lOYR8/4 

明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

3. 黄褐色砂質士層lOYR5/8 
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第46図 II-A区SD03遺構図
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1. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

0 lm 
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第47図 II-A区SK57遺構図

゜
10cm 

I 
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2
 第48図 II-A区SK57出土遺物(1)

゜
20cm 

第49図 II-A区SK57出土遺物(2)

S KBO 

調査区北端に位置し、 200cmX 140cm以上、深さ50cm以上を測る方形土漂である（第50図）。 3次面の遺構で

ある。埋土が暗褐色砂質土層を大量に使用して、その後黄褐色砂質土層を敷いて土間を造っている様子が見

られる。

第51図ー 1-4は、肥前磁器である。 1は、染付蓋である。口径10cm、器高2.75cm、つまみ径4cmを測る。

内面に「寿」の銘款かみられる。 2は、丸窓文の「くらわんか手」の碗である。口径11.4cm、器高5.8cm、高

台径4.3cmを測る。見込みの五弁花文は、コンニャク印判による。高台内に銘款がみられる。 3は、染付碗で

ある。口径12.2cm、器高5.8cm、高台径4.2cmを測る。見込みの五弁花文は、コンニャク印判による。 4は、

松葉文染付皿である。口径11.8cm、器高3.8cm、高台径4.6cmを測る。見込みには、蛇ノ目釉ハギがみられる。

5-8は、土師質士器皿である。 5は口径（推） 8 cm、6は口径（推） 9 cm、7は口径（推） 9.2cm、8はロ

径（推） 9.6cmを測る。 5・7・8は、にぶい黄橙色10YR7/4を呈し、 6は、灰白色2.5Y7/lを呈する。い

ずれも、口縁部か内弯するタイプである。 6・8の外面に、指頭圧痕がみられる。 9は、京焼系灰釉灯明皿

である。口縁部外面に煤が付着する。 10は、暗緑灰色lOGY 4/1の粘板岩製の仕上げ砥石である。上面は、使

用痕が著しい。左右側面に条痕がみられる。 11・12は、丹波焼である。 11は、壷底部である。外面は灰釉、

内面は鉄釉を掛ける。 12は、四耳壷である。楢崎彰ー氏の編年によると、江戸III(1673-1750年）に位置付

けられる。

出土遺物から概観すると、 18世紀前半～末の時期と考えられる。
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S K83 

調査区北端西壁に沿ったところに位置する。直径40

cm、深さ45cmを測る士壊である（第52図）。 3次面の遺

構である。埋土は暗褐色砂質土層で、一度に埋めてい

る。

第53図一 1・2は、土師質土器皿である。 1は、ロ

径（推） 8 cm、2は、口径（推） 8.2cmを測る。いずれ

も、にぶい黄橙色lOYR7/3を呈し、外面に指頭圧痕が

残っている。 3は、嬉野焼緑釉皿である。内面に緑釉

を掛け、見込みは蛇ノ目釉ハギを施している。 4・6

は、肥前磁器染付碗である。 4の見込みに、蛇ノ目釉

ハギがみられる。 5は、銅製煙管の吸口か。吸口長6.2

cmを測る。吸口部に、直径0.25cmの穿孔を有する。

S K86 

調査区北部に位置する。 90cmX 140cm以上、深さ40cm

を測る不定型土塘である（第54図）。 3次面の遺構で

ある。埋土は、粘質土を 3層水平に堆積させている。

第55図は、肥前磁器染付碗である。口径10.4cm、器

高5.9cm、高台径4.6cmを測る。焼成は不良、高台畳付

は露胎である。 18世紀前半の時期と考えられる。

S X 07• 08• 09 

調査区の北部で検出した。いずれも竃遺構である

（第56図）。 SX07は、直径40cm、残存する深さ10cmを

測る。 SX08は、直径約60cm、残存する深さ5cmを測

る。 SX09は、基底部のみ残存し直径30cmを測る。い

ずれも 3次面の遺構であるが、 SX08がSX07とSX

09を切っており、さらに SX08のほうが掘り込み面が

数cm高い。このことから、 3次面の中で微妙な時期差

であることが判明した。

S D04 

2次面の調査区西壁沿いで検出した。幅lOcmX長さ

90cm以上、深さ 5cmを測る溝である（第57図）。

S K67 

2次面西壁北部に位置する。幅15cm、長さ80cm以上

を測る溝状遺構である（第58図）。 SK66に流れ込む

可能性がある。

1. 暗オリーブ褐色砂質土層 5Y4/3 

2. にぶい黄褐色砂質士層lOYR6/4 

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

4. 暗オリーブ褐色粘質士層 2・5Y3/3 

5. 黄褐色粘質士層lOYR3/3 

6. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

7. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

8. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

9. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

10. 褐色粘質土層lOYR4/6 

11. 褐色砂質士層lOYR4/4 

12. にぶい褐色砂質士層lOYR5/4 

13. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

14. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

15. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

16. 暗褐色砂質土層 5Y R3/l 

17. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

18. 明黄褐色粘質士層 2・5YR6/8(地山）

19. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

20. 黒褐色砂質土層 2・5Y 3/2 

21. 褐色砂質士層lOYR4/6 

22. にぶい黄色粘質土層lOYR5/3 

23. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

24. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

25. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

26. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/3 

27. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/6 

28. 黒褐色粘質土層lOYR3/2 

29. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

30. 暗褐色粘質士層lOYR3/4 

31. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4

32. 黄褐色粘質士層 2・5Y 5/6 

33. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

34. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/6 

35. 暗褐色砂質士層 5Y R3/l 

゜
4m 

第50図 n~A 区 S KSO遺構図

第59図は、肥前磁器染付筒茶碗である。口径7.6cm、器高5.6cm、高台径4.2cmを測る。見込みに五弁花文が

みられる。高台畳付は露胎である。 18世紀後半の時期と考えられる。

-34-



巡

巡
＼

（
 

~ 
~~ 

~ 

12 

゜
20cm 

第51図 II A区SK80出土遺物

賃疇ワ―B

-
N
 

1. 浅黄色砂質土層 5Y7/4 

2. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

3. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

4. にぶい黄色砂質土層 2・5Y 6/3 

5. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

6. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

7. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

8. 灰褐色砂質土層 7・5YR5/4

0 lm 

一第52図 II-A区SK83遺構図
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第53図 II-A区SK83出土遺物
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1. オリーブ褐色粘質土層 2.5 y 4/1 
2. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 

3. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 
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第57図 II-A区SD04遺構図

II-A区SK86出土遺物

N0.2 

SX07 

も？

O.P=17.400m 

E 

SV  N 
1. オリープ褐色土層 2・5Y4/4

0 lm 

一第58図

0 

＼ゞ◇SX09 
NO.l O.P= 17. 400m SXOB — — NO.l 
w~E W 

1. 赤色粘質土層10R5/8

N0.2 O.P=l7 .400m 

N起二国 S

1. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

2. 明赤褐色粘質土層 5Y R5/8 

3. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

II-A区SK67遺構図

N0.2 O.P=17.400m 

W歪旦岳手彦 E
ぶい赤褐色米

．褐色粘質土層lOYRS/8 

．褐色粘質土層lOYRS/6 

SX05 
N0.1 O.P= 17. 400m 

Nサ祖白如 S 
s笏1吻虎,wN 1. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/4 

I 2. 褐色砂質土層lOYR4/4 
N0.2 l・ 黄褐色砂質土層lOYRS/8 3. 明赤褐色粘質土層 5Y RS/8 

W 祉加~E O.P=17.400m 4. 黒褐色焼土層lOYR3/1 

1. 黄褐色砂質士層lOYRS/8 5. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

2. 明赤褐色粘質土層 2・5YR5/8
6. オリーブ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

SX06 3. 褐色砂質土層lOYR4/6 - ~ 
N0.2 O.P= 17. 400m 
W 1 2 

N0.1 O.P=17.400m 冦歪汀 E

N厄立芦白誓 S 
- 1. 明赤褐色砂質土層 5Y RS/8 

1. 赤褐色粘質土層 5Y R4/6 
2. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/3 

2. 明褐色粘質土層lOYR6/8 
3. 黒褐色焼土層lOYR3/1 

3. 橙色粘質土層 2・5Y R6/8 
4. 褐色砂質士層lOYR4/4 
0 2m 

4. 黒褐色粘質士層lOYR2/3 

5. にぶい赤褐色粘質士層 5Y R4/4 

第60図 II ~A 区 S X03・05・06遺構図

第56図

1. 橙色粘質土層 7・5YR6/6

2. 明黄褐色粘質土層lOYR7/6 
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S X 03• 06• 07 

調査区のほぼ中央部に位置する。 S X03・S X06・S X07は、いずれも竃遺構であるが基底部のみ残存す

る。被熱部分の大ぎさは、 S X03は、直径約50cm、S X06は、直径約80cm、S X07は、直径約45cmを測る。

（第60図）。焚口は南側であると考えられる。
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S A02 

幅約30cm、長さ300cmを測る築地塀の基礎である（第61図）。 1次面

中央部に位置する。石の間にセメントが被っていた事から、現代まで

使用されていたことがわかる。

S K43 

1次面北部に位置する。幅20cm、長さ210cm以上、深さ 5cmを測る溝

である（第62図）。花尚岩の縁石で西側を押さえその外側に柱穴を検

出した。 SXOlが煉瓦積みの流し台遺構と想定されるので、そこから

排水を流すための施設であると想定される。

e 

O.P=17.600m -~1-
sこ.;t N 

1. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

―z
 
0 lm 

1. 褐色砂質土層lOYR4/4~ —,1,,.,1, —| 

第62図 II-A区SK43・44・S XOl遺構図

5. II-B区の遺構と遺物
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第63図 第45次調査11-B区第 2次面遺構全体図
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゜

第64図 第45次調査II~B 区第 1 次面遺構全体図

基本層序

この地区も遺構の残存状況が悪く、大半か生活面 1面のみの遺存であった。しかし、遺構の広がりは調査

区全域に及んでいる（第63・64図）。南西の土層断面図を見ると、現地表面から約70cm下まで削平を受けてい

る（第65-67図）。その後、明治以降に、盛土がされている。さらに20cm下より18世紀前半以前の土取り穴と

考えられる遺構群を確認した。地山面は、 0. P . = 17 .100 mを測る。

S K05 

調査区の南端に位罹し、 100cmX 150cm、深さ40cmを測る方形土塘である（第68図）。埋土の堆積状況を見る

と、東側から序々に埋没していったようである。

第69図ー 1・2は、肥前磁器である。 1は、染付碗である。外面の蝶文様は、コンニャク印判による。高

台内に「大明年製」の銘がみられる。 2は、初期伊万里染付皿である。帆かけ舟が描かれている。高台畳付

に砂が付着している。大橋康二氏の編年によると、 1はIV期、 2はII-2期に属する。よって、 1630年から

18世紀前半の時期と考えられる。
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1. 撹乱

2. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

4. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

5. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/6 

6. 明黄褐色砂質士層 2・5Y6/8 

7. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4

8. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/3 

9. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

10. 明黄褐色砂質士層 2・5Y6/6 

11. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

12. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 6/8 

13. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

14. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

15. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y 3/3 

16. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

17. オリーブ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

18. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

19. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

20. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

21. 明黄褐色砂質土層lOYR7/6 

22. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

23. にぶぃ黄色砂質土層 2・5Y6/4

24. 明黄褐色砂質土層 5Y RS/8 

25. 暗灰黄色粘質土層 5Y RS/8 

26. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

27. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

28. にぶい褐色砂質土層 7・5Y RS/4 

第65図 n~B 区北壁・西壁土層図
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1. 黄褐色士層lOYRS/6 

2. 黄橙色土層lOYR8/8 

3. にぶい黄橙色砂質土層10YR7/3

4. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 6/8 

5. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

6. 黄褐色砂質土層 2・5YS/3 

7. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

8. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

9. 黄橙色粘質土層10YR7/8

10. 暗褐色粘質上層lOYR3/4 

11. 褐色砂質土層lOYR4/4 

12. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

13. にぶぃ黄褐色粘質土層lOYR4/3 

14. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/6 

15. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

16. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/6 

17. 明黄褐色砂質士層lOYR6/6 

18. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

19. 明黄褐色砂質土層10YR7/6

20. 暗オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 3/3 

21. 黄橙色粘質土層lOYR7/6 

22. 黄色砂質士層 2・5Y7/8 

23. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

24. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 

25. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

26. 黄橙色粘質土層 7・5Y R7/8 

27. オリーブ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

28. 黄色砂質士層 2・5Y8/8 

29. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

30. 黄色粘質土層 2・5Y7/8 

31. 明赤褐色砂質土層 2・5YR5/6

32. 黄橙色粘質土層lOYR8/8 

33. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

第66図 11-B区南壁土層図(1)
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1. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4

2. 黄色粘質土層 2・5Y8/8 

3. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

4. 明黄褐色砂質土層10YR7/6

5. にぶい黄色粘質土層 2・5Y 6/4 

6. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

7. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/3 

8. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6

9. オリープ黄色粘質土層 5Y6/4 

第67図 II ~ B 区南壁土層図(2)

1. にぷい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

2. 黒褐色砂質土層lOYRZ/2

3. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

4. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

5. オリーブ黒色粘質士層 5Y3/l 

6. 明黄褐色土層 2・5Y6/8 

7. 炭化物層 5YZ/1 

8. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6

9. 黒色粘質土層lOYRZ/1 

◎
 
三

第69図 II-B区SK05出土遺物

0 lm 

一第68図 II B区SK05遺構図
S K07 

調査区の東側に位置し、 150cmX 400cm以上、深さ25cmを測る方形の大土壊である（第70図）。

第71図は、丹波焼四耳壷である。口径（推） 10.6cm、器高（推） 39cm、底径（推） 13.6cmを測る。外面口

縁部から体部上半及び、内面頸部にかけて、わら灰釉が掛かる。頸部が直立し、口縁部もあまり外反しない。

楢崎彰ー氏の編年によると、江戸 I(1615-1623年）に属する。
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第72図ー 1は、肥前磁器染付皿である。内面に

露草が描かれている。大橋康二氏の編年によると、

III期 (1650-1690年）に属する。 2は、土人形の

地蔵菩薩像である。左手に宝珠、右手に錫杖をも

ち、台座は蓮華座を有する座像である。合わせ型

による成形である。合わせ目は、ヘラケズリ調整、

表面には、ドロキラが残存する。底部に直径0.4cm

の空気孔を有する。

出士遺物から概観すると、 17世紀後半から18世

紀前半の時期と考えられる。

1. 黄褐色枯質土層lOYR5/6 ゜
2m 

第70図 II-B区SK07遺構図

I
 I
 ＼ 
＼
 
＼
 ＼
 
＼
 
＼
 
＼
 
＼
 
＼
 ＼
 

,
 ，
 ，
 
‘, 
9
 

，
 

,
＇
，
 

，
 
9

9

 
., 
9

,

 

9

9

 

，
 

，
 
9
 ＇ 

，
 ，
 
,’
 

------~--------~~ 

゜
20cm 

第71図 II-B区SK07出土遺物(1)
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゜
10cm e, 

第72図 11-B区SK07出士遺物(2)

~ □ 
゜

10cm 

O.P=l7.000m 

w盲-疇宣冒言戸
1. 暗褐色土層lOYR3/4 

0 lm 

一第73図 II B区SK20遺構図

゜
10cm 

第74図 II-B区SK20出土遺物 第76図 II-B区SK30出土遺物

O.P=17.400m 

WI  "' ' - ;_、 -E  

1. 撹乱

2. 黄褐色砂質士層 2・5Y 5/6 

3. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 3/4 

4. 黄褐色砂質土層lOYRS/6 

5. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

6. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

7. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4

8. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

9. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

10. 明黄褐色砂質士層lOYR6/6 

゜

E
 

O.P=17.000m 
-
W
 

2m 

第77図 n~ !3 区 S K33遺構図

1. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

2. 黄橙色粘質土層lOYR7/6 

3. 黄色砂質土層 2・5Y7/6

4. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

5. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/4 

6. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

0 lm 

一第75図 II-B区SK30遺構図
S K20 

調査区の中央やや北側に位置し、 200cmX 180cm以上、深さ26cmを測る土壊である（第73図）。

第74図は、肥前磁器一重網目文碗である。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年によると、 III期に属

する。よって、 17世紀後半の時期と考えられる。

S K30 

調査区の北西端に位置し、東西180cm、南北100cm以上、深さ40cmを測る不定形の土壊である（第75図）。

第76図は、土師質上器灯明皿である。口径（推） 8.8cm、器高 2cmを測る。口縁部内外面共、横ナデ調整、

底部内外面は、ナデ調整を施す。外面に、指頭圧痕がみられる。口縁部内外面に灯芯痕を残す。
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第78図 11-B区SK33出土遺物

S K33 

調査区の東壁沿いに位置し、東西280cm、南北75cm以上、深さ10cmを測る土塘である（第77図）。

第78図ー 1は、ミニチュア土製品の軒丸である。三ツ巴文を施し、裏面には指頭圧痕がみられる。直径6.7

cm、厚さ1.3cmを測る。 2は、土師質土器焙烙である。口径（推） 25cmを測る。口縁部から底部にかけて、丸

みをおびて屈曲する。口縁部内外面は横ナデ調整、底部内面はナデ調整、底部外面は未調整で離れ砂がみら

れる。胎士にクサリ礫を含み、底部に煤が付着している。

出土遺物から概観すると、 18世紀前半の時期と考えられる。

s
 

w 

1. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

O.P=17.000m 

三 E

1. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

SK113 

゜
4m 

第79図 II-B区SKll3・114遺構図

SK113•114 

S Kll3は、調査区の中央部に位置し、東西500cm、南北130cm、深さ20cmを測る。 SKll4は、調査区西部

に位置し、南北340cm、東西約200cm、深さ40cmを測る（第79図）。それぞれ大土壊である。

第80図ー 1は、献上手唐津碗である。口径（推） 9 cm、器高7.1cm、高台径4.6cmを測る。内外面に貫入が

みられ、高台畳付は露胎である。 2・3は、肥前磁器である。 2は、一璽網目文碗である。高台畳付は露胎

である。 3は、染付碗である。口径（推） 11.6cm、器高6.2cm、高台径（推） 4.6cmを測る。高台畳付は露胎

である。大橋康二氏の編年によると、 1・3はIV期、 2はIII期に属する。従って、 17世紀後半-18世紀前半

の時期と考えられる。

第81図ー 1は、土人形の俵積み馬である。合わせ型による成形である。合わせ目は、ヘラケズリ調整、表

面には、 ドロキラが残存する。 2・3は、肥前磁器である。 2は、染付小坪である。口径（推） 7.2cm、器高

4.6cm、高台径（推） 3.4cmを測る。 3は、染付碗である。口径（推） 10.5cm、器高7cm、高台径（推） 4.6cm 
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゜
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第80図 II-B区SKll3出土遺物

を測る。 4は、献上手唐津碗である。口径9.8cm、器高

7. lcrn、高台径4.6cmを測る。内外面に貫入がみられ、

高台畳付は露胎である。 5は、唐津焼碗である。内面

は施釉、外面は無釉である。 6は、二彩手唐津鉢であ

る。高台畳付及び高台内は、露胎である。大橋康二氏

の編年によると、 2・4・6はIV期、 3はIII期、 5は、

11-1期に属する。

第82図一 1-4は、丹波焼である。 1は、小壺であ

る。口径（推） 6 cm、器高 9cm、底径（推） 7.2cmを測

る。 2は、鉢である。体部外面及び口縁部内面に掛け

て鉄釉を施す。 3・4は、播鉢である。 3は、口径（推） 第81図 II ~ B 区 S Kll4出士遺物(1)

30cm、器高9.4cm、底径（推） 12.8cmを測る。 7本単位の播目を施す。 4は、口径（推） 33.6cmを測る。大平

茂氏の編年によると（参考文献2)、3はIV型式 (17世紀中葉）、 4はVlll型式 (18世紀中葉）に属する。

6
 

゜
20cm 

第83図1-4は、土師質土器焙烙である。 1は、口径（推） 23.4cmを測る。 2は、口径（推） 24.6cmを測

る。 3は、口径26cm、器高6.4cmを測る。 2・3は、口縁部外面に煤が付着している。 4は、口径（推） 28cm 

を測る。 1 -3は、口縁部から底部にかけて、丸みをおびて屈曲するタイプである。いずれも、口縁部内外

面は横ナデ調整、底部内面はナデ調整、底部外面は未調整で離れ砂がみられる。 4は、口縁部が直立し、ロ

縁部と底部との境目がはっきりしているタイプである。口縁部内外面は、横ナデ調整、口縁部外面と底部外

面との境目を面取りしている。

第84図1-3は、瓦質土器である。 1は、獣足である。火鉢の脚部と考えられる。脚高は、 12.1cmを測る。

直径0.9cmの穿孔を有する。 2-3は、火鉢である。 2は、脚部を有し、内外面にドロキラが残存する。 3

は、口径30cmを測る。口縁部内面に煤が付着する。 4は、三ツ巴文軒丸瓦である。瓦当部径14.3cm、連珠数

13個を数える。

出土遺物から概観すると、 17世紀後半から18世紀中葉頃までの時期と考えられる。
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第82図 II-B区SKll4出土遺物(2)

） 
~--F)) 

゜
20cm 

第83図 II-B区SKll4出土遺物(3)

以上の遺構はいずれも、 1次面のものである。また、地山を直接掘り込んで士を採集したらしい土取穴の

遺構を検出した。約500cmの正方形プランを示し、その中には掘形に杭を打ち、外側に壁の崩落をふせぐため

に板をうちつけたものも見られ、地下室の可能性も想定される。これらは、いずれも土取りをした後、しば

らくして暗灰黄色粘質土で一時期に埋められている可能性が高い。
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第84図 11-B区SK114出土遺物(4)

6. III区の遺構と遺物

基本層序

この地区は残存状況が良く、調査面積に比して遺構が密集していた（第85・86図）。 III区では、土間の張り

変えが比較的容易に観察し得、 3回の張り変えを確認した。さらに、地山より直接掘り込んだ遺構も検出で

き合計4面の遺構面を確認した。

士層断面を観察すると（第87図）、第 1次面は、現地表面より下方に20cmで検出し、 5cmのカーボン混じり

粘土を盛って土間としている。第 2次面は、 1次面より下方15cmで検出し、 5 cmのカーボン混じり粘土を 1

次面同様盛って土間としている。第 3次面は、 2次面より下方に25cmで検出し、 5cmのカーボンを大量に含

む粘土を2次面同様盛って土間としている。第 4次面は、 3次面より下方に15cmで検出したが、 1-3次面と

は異なり粘土を張った士間は存在せず、地山より直接掘り込んだ遺構面である。地山面は、 0. P . = 17. 200 

mを測る。

次に各面での遺構の様相を記す。 1次面では、礎石 1カ所と土塘1カ所を検出し得た。 2次面では、発掘

区の西側に 6カ所の柱穴を検出した。いずれも径約30cm前後を測る。 SP06南側の土間直上より完形の土師

質士器灯明皿が出士した。 3次面では、発掘区の北側に 9カ所、南東部に 2カ所、南西部に土堀 2カ所・柱

穴1カ所を検出した。多くは、 2次面同様約20-30cmの円形柱穴であるが、その中でSPl2が興味深い。 4
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次面では、地山から直接掘り込む土塘5カ所・柱穴6カ所を検出し得た。いずれも遺物は全く出土せず、時

期不明である。土間は確認し得なかった。

3次面

8 

4次面

8 
.::r: 

6ゞ

ぶ

SP18 
7
 

~ 只00
~ 

2 m 

第85図 第45次調査Ill区第3・4次面遺構全体図
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1次面

2次面
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SPIJB 
匈〇

2m 

第86図 第45次調査III区第 1・2次面遺構全体図
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東壁・北壁土層

1. 撹乱

2. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 

4. にぷい黄色土層 2・5Y6/4 

5. 褐色砂質土層lOYR4/4 

6. 黄褐色砂礫層 2・5Y5/3

7. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/4

8. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

9. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

10. 暗オリーブ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

11. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

12. オリーブ褐色粘土層 2・5Y 4/6 

13. 黒褐色炭化物層 2・5Y3/2 

14. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

15. 褐色粘質土層lOYR4/6 

16. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

17. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

18. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3

19. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

20. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

21. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/4

22. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

23. オリーブ褐色粘土層 2・5Y 4/6 

西壁・南壁土層

1. 撹乱

2. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4

3. 黄褐色粘質土層 2・5YS/6 

4. にぶい黄色粘質士層 2・5Y6/4

5. オリーブ褐色粘質土層 2・5Y4/4

6. にぶい黄色砂礫層 2・5Y 6/4 

7. 明黄褐色土層 2・5Y6/6 

8. 黄色粘質土層 2・5Y7 /8 

9. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6

10. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

11. にぶい黄褐色粘質土層 2・5YS/4 

12. 黄褐色粘質土層lOYRS/8 

13. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/6

14. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

15. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

16. 黄褐色粘質土層 2・5YS/6 

17. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

18. 黄褐色砂礫層 2・5Y5/4

19. 橙色粘質土層 7・5Y R6/8 

20. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

21. 黄褐色粘質土層 2・5YS/6 

22. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

23. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

24. 明黄褐色土層 2・5Y6/6

25. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

26. 黄褐色土層 2・5Y5/6

27. 褐色粘質土層lOYR4/4 

28. にぶい黄橙色粘質土層 2・5Y 6/4 

29. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

30. 黒褐色粘土層lOYR2/2 

31. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6

32. にぶい黄色土層 2・5Y6/4 

33. 黄褐色砂礫層 2・5Y 5/3 

34. にぷい褐色粘質土層 7・5Y R5/4 

35. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/4

36. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/4

第87図 III区北壁・南壁・東壁・西壁土層図
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一第90図 III区SPl2遺構図
O.P= 17. 300m 

E 

e 
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第89図 III区SK04出土遺物

S KD4 

調査区の南端に位置し、 140cmX 120cm、深さ50cmを測り段状の掘形をもった土壊である （第88図）。

第89図ー 1は、 土師質土器皿である。 ロ径（推） 10.2cm、器高 2cmを測る。淡黄色2.5Y8/3を呈し、 ロ縁

部内外面は、横ナデ調整する。体部外面に指頭圧痕がみられる。 2は、肥前磁器染付碗である。菊花のコン

ニャク印判文を施す。 3は、唐草文軒乎瓦である。高さ4.5cmを測る。 4は、三ツ巴文軒丸瓦である。瓦当部
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の直径14.6cm、連珠数16個を数える。瓦当部全面に煤が付着している。 5は、丹波焼鉢である。口径13.2cm、

器裔6.8cm、底径11cmを測る。外面に把手がついていた痕がみられる。 6は、丹波焼播鉢である。口径（推）

35.4cmを測る。播目は 5本のクシ描、体部外面に指頭圧痕がみられる。大平茂氏の編年によるとIII型式 (17

世紀前葉）に屈する。

出土遺物から概観すると、 17世紀前半から17世紀末頃の時期と考えられる。

S P12 

S P12は、一辺約32cmの正方形の柱穴で14cmの柱痕跡を確認し得た（第90図）。基底部には、丹波焼播

鉢・瓦を敷いており、柱の沈下を防いでいる。

第91図ー 1・2は、丹波焼揺鉢である。 1は、播目が1本びぎで、体部外面に指頭圧痕がみられる。 2は

ロ径30.4cm、器高11.4cm、底径12.6cmを測る。播目が1本びきで、口縁部が台形を呈する。体部外面下半に

指頭圧痕がみられる。口縁部はロクロナデ調整されている。長谷川真氏の編年によると（参考文献 7)、 I 

凡類 (16世紀後半）に属する。

S KOl 

280cm X 100cm、深さ20cmの長方形の土塘で中から大量のカーボンと共に17-18世紀頃の肥前磁器碗・皿、

瓦を出土している（第92図）。

第93図は、軒丸瓦の丸瓦部である。全長（残） 26.3cm、幅13.4cm、玉縁部長3.3cmを測る。直径1.3cmの釘

穴が、 2カ所穿孔している。凹面丸瓦部には、コビキB (鉄線引き）痕がみられる。

礎石 1

約70cmの円形の堀形を持ちその中に約40cm大の方形の扁平な石を3個据えている。掘形の基底は地山にまで

達し、 2段積みである。 SKOlを切っている。
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第 3章結 語

今回の調査では、従米知られていない、いくつかの新しい事実が判明した。以下箇条書きにして提示する。

1. I-A区では、遺構の残存状況が良くなかったが、若干のIII期の遺構を検出した。それらは、いずれも、

19枇紀前半頃に比定される。さらに、地山面が、西に行くに従って下がっていくことが判明した。当該区の

北に隣接する法巖寺境内には、土塁の一部が現存するが、調査区域内では、基底部などの痕跡は検出できな

かった。

2. I -B区では、 2面の遺構面を検出した。部分的に土間と 3面の遺構面を確認した。

3. I-C区では、当時の家一軒分の敷地を推測する遺構を検出した。 SD04・05・06で、東西lOm・ 南北

5m以上を測る空間が区画されたものである。年代は19世紀後半頃のもので、昭和まで継続して使用された

ものと考えられる。 SD04は、既に 2次面の19世紀前半で成立しているが、第 2図で示す天保十五年絵図の

屋敷割線と整合する。

4. II-A区では、「三軒寺」前東西道路に平行する屋敷境塀の基礎SAOl・02と排水溝SD03をそれぞれ

等間隔で約 8mごとに検出した。東の南北道路に入口をもつ家並であることが判明する。

5. II-B区では、18世紀後半頃に SKll3のように地山を直接長方形に掘り込んだ遺構が検出され現地説明

会時には水田の可能性を指摘したが、 SKll3真ん中の掘り残し部分を屋敷境と考え、今回は、土採り穴の後

にごみ捨て穴に利用したと考えたい。

6. 17世紀初頭頃に宮の前地区中心であった町屋か17世紀半ば頃には、南北道路沿いに既に南方にも遺構が

拡散していた。

7. II A区のSK80やIII区の焼士層が、遺物の時期から想定すると、 18世紀前半頃であり、中少路村から

北之口町へかけ439軒が消失する大火があった記事や元禄元年に井筒町から出火し160軒が消失するとした記

事と整合する可能性がある。
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第4章付 編

元禄七年伊丹郷町絵図からみた検出屋敷地の性格

前川要

この節では、今回の調査で検出した屋敷地の性格を考察してみたい。

第3章では、屋敷境の溝が天保十五年絵図と整合することを示したが、この絵図には残念ながら職業が記

されていない。ここでは、屋敷地の大きさから階層的な差異をグルーピングして検討し、検出屋敷地の性格

を推定したい。

1 • 絵図データの入力方法

先ず、元禄七年柳沢吉保領伊丹郷町解説図（以下、『元禄絵図』と略称）を使い、街区毎にAからXまでと

aから C までとで、分割してさらに 1番から順に内番として長屋をひとまとまりとして番号をふっていった

（第 1図）。長屋一戸ずつの間口は、同じ大ぎさとみなして等分して数値を割りふった。柱間寸法を 1間京間

6尺 5寸として、データ入力した。ソフト・ウェアは、昧管理工学研究所『桐 ・Ver4.0』を利用した。

区分項目のAは本百姓、 Bは屋敷主、 Cは半役百姓を示す。間口、奥行、職業が不明なものは空欄にして

ある。データ件数は500件あった（第 2図）。

2 • 数値データ、散布図データから判ること

『伊丹市史』第 2巻では、町場の職業構成について、同じく『元禄絵図』の数量的分析から、 1多くの村々

において四割を越える家が日用（日やとい）で生活していること。2後家はほとんどが糸引き（糸つむぎ）

を職業としていること。 3その他酒造関係、米・綿・木綿の取引関係、馬借関係の職業が多いこと。などが

拳げられている。

第2図は間口の大きい順に屋敷を並べたものである。第 1位から第20位まで見れば、 20位の仕立やを除外

して全て、寺・庄屋• 町代・年寄・医師である。逆に、第343位の 1間=1.95m以下では、大半が日用・糸引

である。

次に、第 3図は、それぞれ職業別の屋敷地規模の散布を示したものである。 1は日用、 2は糸引、 3は庄

屋である。 1の分布は、間口が1間と 2間にある程度かたまり約 1から Sm、奥行が12間半にピークをもっ

て約 4から50mと広がっている。 2の分布は、間口が約 1から 6m、奥行が約10から30mと1の分布よりも

さらに小規模になっている。 1や2に対して、 3は、問口が約 Smから21m、奥行が約24mから40mと全く異

なる大規模な領域を示す。

図示はしていないが、伊丹郷町特産の酒作りは、第63位、第100位、第195位とあまり大規模ではない。こ

れは、酒蔵をもった大きな屋敷割りのものは大半がこの絵図の領域外に存在し、特に束側南北道路に沿って

いたと想定されるからである。

3 • 検出屋敷地の性格

それでは、今回の調壺で検出した屋敷地はどの程度の階層であろうか。

I-B•C 区で検出した屋敷境の遺構と II-A区中ほど II-B 区西端で検出した屋敷境の遺構は、いずれ

も19世紀代であり、百年以前の18世紀初頭の『元禄絵図』と階層構成が異なっている可能性もあるが、ここ

ではその点を捨象して分析する。

前者の大きさは、推定間口が約6.20m、奥行が約17.40mを測り、後者の大きさは、間口が約7.60m、奥行
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が約30.6mを測る。これを散布固中におとしたのが、第 3図1である。これを見れば、糸引の分布域でも理

解できるが、むしろそれよりもやや規模の大きい日用とみたほうがよさそうである。

これを第 2図の間口規模順位表でみれば、前者が第98位、後者が第63位ということになる。これらの統計

は『元禄絵図』から百年の間に屋敷割りの細分（＝長屋化）が進行していた可能性もあり一概に言えない。

しかしある程度の傾向は示していよう 。
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第 2図 間口順位表規模(2)

4. 今回の反省と今後の課題
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今回、 『桐・Ver4.0』を利用して、筆者の最も興味のある屋敷地の大きさと所有者の職業の相関性について

調べたが、面積についてのデータを入力していないため、面積比を出せなかった。さらに本来ならば、道路

を挟んだ「町」単位で地区割をすべきであったが、町境が不明瞭であ ったために、街区ごとにしてしま った。

「天保十五年分間絵図」を詳細に検討すれば町境を明確にできるはずであったが、時間切れとなってしま っ
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第 2図 間口順位表規模(3)

t? ~o 

この分析と同様の方法で「天保十五年分間絵図」や伊丹市博物館蔵明治地藉図などと検討して比較すれば、

時代ごとの屋敷地の分割や統合のありかたが判るかもしれない。さらに、出土遺物の組成や遺構のありかた

などかなり階層別のありかたが判ってくるであろう。
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データ入力には、富山大学人文科学研究科鈴木和子、

富山大学人文学部大平愛子、同 小野寺克美の各氏に協

力頂いた。記して感謝する次第である。
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第3図 職業別屋敷地規模散布図

(1日用、 2糸引、 3庄屋、三角印は検出遺構）
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1 法厳寺・正善寺・大蓮寺全景

2 I-A区全景 （南より）
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ー I-A区 S XOl (南より）
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1-B区 第 3次面全景（南より）
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I-B区 第1次面全景（南より）



図
版
四

遺
構

（四

1 I B区 S K23 (東より）

3 I -C区第 3次面全景（東より）

4 I C区 S E04 (東より）

2 I-B区 S K26 (南より）

5 I-C区 S E03 (北より）
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1 I -C区第 2次面全漿（南より）

2 I -C区第 1次面全景（西より）
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1 I C区 S K74 (北より）

3 1-C区 S D04・05 (東より）

5 1-C区 S D06 (東より）

7 I -C区 S K60 (西より）
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2 I -C区 S K77 (西より）

4 I C区 S D04・05 (東より）

6 I -C区 S D02・03 (東より）

8 I C区 S K33 (南より）
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1 I -C区 S K38 (西より）

3 1-C区 S I 02 (東より）

5 II-A区 第3次面全景 （南より）

2 I-C区 S I 01 (西より）

4 I C区 S I 02 (西より ）

6 II-A区 第 3次面全景北側全景 （南より ）
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1 II-A区第 2次面全景（南より）

3 II-A区 S AOl (西より）

5 II-A区 S D03 (西より）

2 II A区 第 1次面全景（南より）

4 II-A区 S EOl (西より）

6 II-A区 S K57 (東より）
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1 II-A区 S KSO (東より） 2 II-A区 S K83 (西より）

3 II-A区 S X 07・08・09 (東より） 4 II-A区 S D04 (南より）

5 II-A区 S K67 (東より） 6 II ~A 区 S X 03・05・06 (南より）

7 II-A区 S A02 (西より） 8 II-A区 SK43・44・SXOl (南より）
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1 II-B区 第2次面全景（東より）

3 II-B区 S K07 (南より）

5 II-B区 S K30 (東より）

2 II-B区第 1次面全漿（東より）

4 Il-B区第 1次面南端（北より）

6 Il-B区 S K20 (東より）

7 Il-B区 S K33 (南より）
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1 II-B区 S K113 (東より）

3 II-B区 S K114遺物出土状態（東より）

6 III区 第3次面全景（東より）

2 II-B区 S K114 (東より）

4 III区北壁（南より）

5 III区第4次面北側（東より）
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III区 S Pl2遺物出土状態（西より）
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III区 SK04 (1・2)・S P 12 (3・4)・S KOl (5) 
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